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委員会調査

公共交通体系について

　
公
共
交
通
は
、
地
域
政
策
と

福
祉
政
策
が
密
接
に
絡
み
あ
っ

て
成
り
た
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
で
有
効
性
が
保
た
れ
、

効
率
的
に
運
用
さ
れ
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

　
そ
の
上
で
、
平
成
23
年
３
月

１
日
か
ら
実
証
運
行
を
実
施
し

て
い
る
体
系
に
つ
い
て
、
全
地

域
の「
の
ら
マ
イ
カ
ー
」と「
幹

線
バ
ス
」
に
委
員
が
地
域
を
区

分
し
て
乗
車
し
、
８
月
４
日
〜

　
全
地
域
で
共
通
し
た
利
用
者

の
意
見
と
し
て
「
バ
ス
が
あ
る

こ
と
は
有
難
い
」「
バ
ス
は
必

要
で
残
し
て
欲
し
い
」
と
の
声

が
圧
倒
的
に
多
く
、次
い
で「
時

間
が
合
わ
な
い
」「
運
行
経
路

を
変
更
し
て
欲
し
い
」
な
ど
の

詳
細
な
意
見
を
伺
っ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
利
用
者
に
と
っ
て
の

貴
重
な
意
見
で
あ
り
、
よ
り
多

く
の
方
が
利
用
し
や
す
い
体
系

を
構
築
す
る
こ
と
が
重
要
と
捉

え
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
利
用
者
一
人
ひ
と

◆
バ
ス
乗
車
の
調
査
を
実
施

◆
地
域
特
性
に
合
わ
せ
た
シ
ス
テ
ム
構
築
に
向
け
て

12
日
ま
で
利
用
者
の
実
態
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
調
査
は
、
利
用
者
の
満

足
度
や
改
善
意
向
、
運
行
経
路

や
時
間
な
ど
に
対
す
る
意
見
を

聞
く
た
め
に
実
施
し
た
も
の
で

す
。
調
査
期
間
が
夏
休
み
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
学
生
の
利
用

は
通
常
時
よ
り
少
な
め
で
し
た

が
、
利
用
者
か
ら
は
切
実
な
意

見
を
多
く
お
聞
き
し
ま
し
た
。

り
の
生
活
形
態
は
異
な
り
、
多

く
の
利
用
者
が
乗
り
合
う
中
で
、

皆
が
１
０
０
％
満
足
で
き
る
交

通
の
確
立
は
大
変
難
し
い
問
題

で
す
。
ど
の
辺
り
な
ら
折
り
合

え
る
の
か
交
点
を
見
出
し
、
地

域
特
性
に
合
わ
せ
て
持
続
可
能

な
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と

が
、
行
政
の
責
務
で
す
。

　
ま
た
、
そ
れ
を
チ
ェ
ッ
ク
し

有
効
性
を
保
つ
こ
と
が
当
委
員

会
の
果
た
す
役
割
で
も
あ
り
ま

す
。

調査項目総務企画
委員会 ～中間報告～

　左表は一年間の予想利用者数について、
９月に委員会独自調査を実施し利用者数を
試算したものです。
　これをもとに委員会では、公共交通の役
割と高齢者福祉としての交通手段を、どう
分担して構築するのが移動手段として最良
であるのかを検討しています。
　更に、公共交通連携計画に対する財政支
出が年間約２億７０００万円程度となるこ
とから、地域毎の利用者一人当たりに対す
る受益額などを試算しています。（表参照）

※年間利用者予想数は、平成23年９月の一か月間の利用者見込み数を
　１２倍した数値。

H23.9 現
在の地域別
人口（人）

年間利用者
予想数（人）
（幹線バス
含む）

地域別利用
者一人当り
の受益（円）

まちなみバス
64,453

39,744 340

の
ら
マ
イ
カ
｜

高山地域
（東西南北線） 107,712 434

高山地域
（岩滝線） 421 2,628 3,615

丹生川地域 4,644 9,708 3,039
清見地域 2,634 13,828 3,125
荘川地域 1,281 3,780 5,132
一之宮地域 2,633 1,692 3,014
久々野地域 3,905 8,340 2,434
朝日地域 1,884 1,716 8,275
高根地域 450 4,896 6,270
国府地域 7,897 7,092 2,623
上宝地域 3,464 10,620 1,817
合　　計 93,666 211,752 1,275


